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過日数）によって異なり，とくに，出芽直後および1

葉期では影響が大きく現われる傾向が認められた0す

なわち．出芽直後では葉の黄化，出すくみ，褐変苗な

ど生育不良苗が多く，1葉期処理では褐変苗，葉先枯

れの発生とともに，苗立枯症状が認められた。

褐変苗からの齢の分離率では釣刷汀毎れ属菌が最も

高率であった。

田植機利用による水稲の移植方式に関する研究

第7報　育苗時における保温資材について

＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

及川　俊昭・鴇出　広身・藤井　　薫

1　ま　え　が　き

水稲の機械移植栽培が年々増加している中で，保温

折衷箱育苗法による中苗の機械移植栽培の増加が著し

く，その率は昭和48年度の15．8舘から昭和49年度では

24．8帝に増加し，稚苗移植栽培との比では28帝から5占．7

射こなった。保温折衷箱育苗法のトンネル被覆資材と

しては．ジャンボ有孔ポリフイルムが使用されている

が，これは保温効果は高いけれども換気能力が小さい

ことや換気操作が不便であるというような問垣がある。

そこで，これらの点を改良するために開発されたポリ

フイルムの保温力，換気能力及び苗に与える影響を調

査し，その実用性について検討した。

第1表　供　試　材　料

2　供試資材及び試験方法

供試資材は第1表のように，上ぶた幅と換気孔数の

異なったポリフイルムA・B・Cを用い，ポリフイル

ム8（ジャンボ有孔ポリ）を比較資材とした。供試品

種はササニシキを用い，試験期間は昭和50年4月12日

から5月20日まで，播秩及び施肥管理は保温折衷箱育

苗法の耕種法に準じた。トンネルの規模及びフイルム

被覆方法は第1回のようにし，トンネル内の保温や換気

は上ぶたの開閉操作によって行ない，播種後7日目ま

では密閉状態とし，その後は開閉操作を加えた。トソ

ネル内温度は電子管式自動温度記録計を用い．床面か

ら20（7刀の高さの位置で測定した。

ポリフイルム　A

ク　　　　B

ク　　　　C

ク　　　　G

上 ぶ た

の　 幅

換　 気　 孔　 数　 （孔の直径2e 訪れ）

長　辺　方　 向 短　辺　方　向 孔数の比率
（C詔） （1〝＝こつき） （5C節間隔） ′′

dO 10 8 100

100 10 8 100

100 20 10 25 0

l （A に対する孔面積比：42 喀）

〔上ぶた部分〕

lt l肋　　　　　＞l
第1図　試験方法（育苗トンネル）

5　試験結果及び考察

資材の保温性をみるために，播種から第1菓展開期

までトンネル内を密閉状態にした時のトンネル内最低

温度を第2表に示した。これによると上ぶた幅の狭い

ポリフイルムAは低く，これより上ぶた幅を広げたポ

リフイルムBはやや高目であった。換気能力を増すた

めに換気孔数を多くしたポリフイルムCでは温度の低
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第2表　トンネル密閉期間の最低温度（4月15日～18日）　　　　（単位：℃）

　　 項

資 材 ＼ ＼

最　　　 低　　　 温　　　 度 期間 の

平 均1 5　日 1 4　日 1 5　日 1 6　日 1 7 日 1 8 日

ポ リフ イ ルム　 A 8．5 11．5 11．4 鼠4 10．8 8．0 R d

ク　　　　　 B 8．5 11．5 11．5 10．0 1 1．0 8．5 鼠8

ク　　　　　 C 8．5 11．5 11．5 鼠7 10．8 8．0 鼠7

〃　　　　　 G 8．5 11．5 11．5 10．0 1 1．0 8．5 鼠8

外　 気　 温 1．8 9 0 10．8 4．5 8．1 5．0 8．2

外気温
との差
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第5表トンネル密閉期間の境高温度（4月12日～17日）　　　（単位：℃）

　　 項

資 材

最　　　 高　　　 温　　　 度 期 間 の

平 均

外 気温

との差1 2　日 15　日 1 4 日 1 5 日 1 8 日 1 7 日

ポ リフイルム　 A 5 2．9 5 4．5 5 1．0 5 8．0 2 1．5 5 5．2 5 1．9 12 ．1

ク　　　　　 B 5 5．1 5 8．1 52．5 5 9 0 2 2．5 5 5．0 55．0 15．2

ク　　　　　 C 5 5．0 55 ．0 5 1．5 5 7 5 2 1．9 5 5．2 5 2．0 12 ．2

● 54 ．5 5 7 5 55．9 4 0．5 2 5．5 5 5．8 54．5 14．5

外　 気　 温 2 0．0 　 2 0．0
l

18．5 2 占．0 15．0 1 2 1・5 1R 8 －

第4表　苗の生育調査

　　 項

資 材 ＼

草　　　 丈 第 1 葉 婦 長 葉　　　 数 乾　 物　 重 乾 物 ／ 草 丈

（ぐ謂） （指 数 ） （ぐ膚） （指 数 ） （葉 ） （指 数 ） （グ／10 0 五） （指 数 ） （ダ／〃究） （指 数 ）

ポ リフイ ル ム　 A 1 8．9 10 8 2．8 9 7 5．8 1 0° 2 ．7 4 10 5 0．1 8 2 9 8，8

ク　　　　　 B 1鼠0 12 0 5．2 1 1 0 5．7 1 0 9 5，0 0 1 1 5 0．15 8 9 8．5

ク　　　　　 C 18．9 10 8 2．8 9 0 5．8 1 1 2 2．8 4 10 1 0．1 5 d 9 5．1

ク　　　　　 ひ 15 ．9 10 0 2．9 1 0 0 5．4 1 0 0 2．8 1 10 0 0．1 8 4 1 0 0

注．各項の右側の欄は資材Gの値を100とした時の指数値。

下がややみられるが．上ぶた幅を広げてあるのでポリ

フイルムAよりは低くならなかった。しかしこれらの

差は，いずれも極めて小さく，普及されているポリフ

イルムGと保温性は変わらないものと思われる。また，

第5蓑に密閉期間中の最高温度を示したが，期間の平

均をみると，ポリフイルムA・B・C間では，最低温

度の傾向とはぼ同様であった。これらはいずれもポリ

フイルムGより温度は低く．高温障害の危険性はポリ

フイルムGより小さいものと思われる。

孔数と換気能力との関係をみるために，第1葉展開

期以降，換気操作を行ない，そのトンネル内温度日変

化を第2L塞＝こ示した。ポリフイルム丑の密閉と半閲と

では100近い差が見られ，ポリフイルムBの半開とポ

リフイルムAの全朗（ほぼポリフイルムBの全開と見

なされる）とでは約1～2eぐらいの差が見られたが全

閲にしてもポリフイルムGの全開より高かった。ポリ

フイルムCでは全開にするとポリフイルムGの全開よ

温

凡例
〔換気孔部分の上ぶた〕

8　　　　9　　　10　　11

測定時刻
12

第2図　トンネルの換気操作による

温度変化（晴天時）

13川㌍）



東北農業研究　　第19　号（1977）　　　　　　　　　　　　－21－

り1～2e低く経過した0またこの図には示さなかった

が，上ぶたの調節でこれより温度を高く保つこともで

き．その操作もポリフイルムGより容易であった0

これらの資材で育苗した移植期の苗の生育を第4表

に示した。そのうちポリフイルム0だけは管理方法が

他とは異なったため，ポリフイルムGと他の区との苗

の生育を，直接比較はできないが，参考としてポリフ

イルムG区の値を100とした指数値を右欄に示した。

表からわかるように，換気能力がやや小さく最高及び

最低温度が高目であったポリフイルムBの苗は，草丈

が徒長し第1葉神長も長くなった。他方，換気能力の

最も優れたポリフイルムCの苗は，菓数が進み草丈及

び第1葉鞠長の短い健苗であった。

以上のことから，ポリフイルムCは，密閉期間中の

保温効果があり，換気操作もしやすく，しかもポリフ

イルム0（ジャンボ有孔ポリ）より換気能力があるの

で，中苗の育苗環境条件が改良され健苗が得られるこ

とから，実用性があるものと思われる。

最上地方における稚苗、

桜　田

中西の多収生育型について

摩．佐　藤　勘　雇

1　ま　え　が　き

最上地方における1na当り平年収量は昭和50年の多

収によって500毎台に達したが，なお他の地域と50～

70毎の差がある（第1表）。この背景には地力の低い

火山灰土壌が多いこと．融雪遅延，地水温が低く，日

照時間が少ないことなど環境的要素の影響も大きいが，

栽培技術面での改善の余地もまだ残されている。ここ

では稚苗．中苗機械移植栽培におけるキヨニシキの生

育相からみた多収生育型と問題点について報告する。

第1表　県内各地の1Da当り平年収量

地　　　　 域
昭和51年度

10 a 当 り平 年収量

村　　　　 山 5 70 吻

置　　　　 賜 5 7 1

庄　　　　 内 5 5 6

最　　　 上 5 0 8

県　 平　 均 1　　　　　 5 5 d

2　試　験　方　法

1．品　種　キヨニシキ

2．移植苗の種類

（1）稚苗：2．0～2．5葉，乾籾1箱当り250g播種，

20～25日常

（2）中苗：5．0～4．0葉，乾籾1箱当り125タ播種，

55～40日常

5．移植期　5月15日～20日

4．施肥条件　（Ⅳ成分，毎／10a）9吻（標肥）

～15吻（極多肥）

5．栽櫨密度

25．8～26．5株／7㌦

5　試　験　結　果

1．最上地方の生育相の特徴

最上地域における移植後の稲体乾物重の推移を他の

地域と比較すると，（もちろん移植時期，施肥量が異

なるため，厳密な気象による感応結果とはいえないが），

最上の‘月中における乾物重は山形．庄内のd5～75多

程度である。反面7月から出穂期にかけての増加量が

著しく，出穂期の乾物重においては他の地域との差が

小さくなる（第1図）。このように生育中期（7月）

の窒素吸収に比重のかかる生育相は，結果としてはN

吸収量に見合った〝㌔当り籾数を確保していても，長樟

長穂型となる。さらに窒素濃度の上昇は，当地方の作

況に対する気象的要因のうち，もっとも大きい7月の

気象要素によって集いもち病の多発を生じやすく，収

量的に安定性に欠ける（第2表）。

2．稚苗，中苗の生育相の差異

稚苗，中苗とも収量に対する影響の大きい要因とし

ては，構成要素である†ガ当り粒数であり，また．この
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